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２月８日、ＪＲ連合はサービス連合及び航空連合と展開している３産別共同行動とし

て連合との意見交換会を開催し、新型コロナウイルス感染拡大による危機的状況を乗り

越えるべく課題を共有し、政府の審議会や分科会等で対応していくことを確認した。 
 

 意見交換会には３産別からＪＲ連合・荻山市朗会長、サービス連合・後藤常康会長、

航空連合・酒井雄介事務局長ら計６名が出席した。 

冒頭の挨拶で荻山会長は「製造業など需要が回復する業種がある一方、交通運輸・観

光サービス産業は未だ先が見えず、いわゆる『Ｋ字回復』となっている。緊急対策に加

え、収束後の需要回復に向けた息の長い支援もお願いしたい」と訴えた。 

その後、３産別の要望事項として、①安心して移動や観光ができる環境や人流の活性

化、②雇用調整助成金や産業雇用安定助成金による雇用の確保、③ポストコロナにおけ

る需要回復・拡大、④新しい生活様式に応じた交通運輸・観光サービス産業のあり方へ

の支援について内容を説明し、これらに対し連合から質疑を受け意見交換を行った。 

連合の村上陽子副事務局長は「要望や課題を伺い、考え方を共有できた。ポストコロ

ナ・ウィズコロナの社会づくりに向

け、連合としても政府の審議会や分

科会等でしっかり発言・議論してい

く必要性を実感した。引き続き連携

を強化したい」と応えた。 
 

【連合や交運労協が３産別共同行動を後押し！】 

 この間の３産別共同行動に連動し、関係機関による取り組みが活発に行われている。 

連合は２月４日の衆議院予算委員会参考人質疑（感染症を踏まえ地方公聴会に代えて

開催）に村上副事務局長が、２月 15 日の同委員会中央公聴会に石上千博副事務局長が

出席し、「雇用保険制度の財政基盤確立」や「ワクチン接種・検査体制の確立」等、３産

別要請に関連する項目について発言した。 

また、交運労協は１月 27日、国土交通省に「燃料費高騰への対応」「新型コロナワク

チンの優先接種」等を求める要請行動を実施した。 
 

 今後も３産別の力を結集して共同行動を積極的に展開し、ＪＲをはじめ交通運輸・観

光サービス産業のコロナ禍からの早期回復と持続的成長に向けて取り組むこととする。 


